
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
中

「
聴
力
（
第
一
種
運
転
免
許
（
以
下
「
第
一
種
免
許
」
と
い
う
。）及
び
仮
免
許

に
係
る
適
性
試
験
に
あ
つ
て
は
、
補
聴
器
に
よ
り
補
わ
れ
た
聴
力
を
含
む
。）

が
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
、
九
〇
デ
シ
ベ
ル
の
警
音
器
の
音
が
き
こ
え
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

」
を

「
一

両
耳
の
聴
力
（
第
一
種
運
転
免
許
（
以
下
「
第
一
種
免
許
」
と
い
う
。）

及
び
仮
免
許
に
係
る
適
性
試
験
に
あ
つ
て
は
、
補
聴
器
に
よ
り
補
わ
れ
た

聴
力
を
含
む
。）が
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
、
九
〇
デ
シ
ベ
ル
の
警
音
器

の
音
が
聞
こ
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

一
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
普
通
免
許
及
び
普
通
自
動
車
仮
免
許
（
以

下
「
普
通
仮
免
許
」
と
い
う
。）に
係
る
適
性
試
験
に
あ
つ
て
は
、
両
耳
の

聴
力
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
、
九
〇
デ
シ
ベ
ル
の
警
音
器
の
音
が
聞

こ
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
運
転
す
る

こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類
を
専
ら
人
を
運
搬
す
る
構
造
の
普
通
自

動
車
に
限
定
し
、
か
つ
、
当
該
普
通
自
動
車
の
進
路
と
同
一
の
進
路
及
び

進
路
を
運
転
者
席
の
反
対
側
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
そ
の
変
更
し

た
後
の
進
路
と
同
一
の
進
路
を
後
方
か
ら
進
行
し
て
く
る
自
動
車
等
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
後
写
鏡
（
以
下
「
特
定
後
写
鏡
」
と

い
う
。）を
車
室
内
に
お
い
て
使
用
す
べ
き
こ
と
と
す
る
条
件
を
付
す
こ
と

に
よ
り
、
当
該
普
通
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中

「
普
通
自
動
車
仮
免
許
（
以
下
「
普
通
仮
免
許
」
と
い
う
。）」
を
「
普
通
仮
免
許
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
五
の
二
の
三
（
第
九
条
の
七
関
係
）

備
考
１
縁
の
色
彩
は
白
色
、
マ
ー
ク
の
色
彩
は
黄
色
、
地
の
部
分
の
色
彩
は
緑
色
と
す
る
。

２
地
の
部
分
に
は
反
射
材
料
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

３
図
示
の
長
さ
の
単
位
は
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

特
定
後
写
鏡

専
ら
人
を
運
搬
す
る
構
造
の
普
通
自
動
車
を
運
転
中
は
、
特
定
後
写
鏡
を
車
室
内
に
お
い
て
使

用
す
る
こ
と
。
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別
表
第
二
補
聴
器
の
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
の
聴
力
の
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
の
聴
力
の
項

第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
八
条
の
三
及
び
第
三
十
八
条
の
七
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
一

般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十

二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
十
九
条
第
六
項
中
「
又
は
補
聴
器
」
を
「
、
補
聴
器
又
は
特
定
後
写
鏡
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
運
動
能
力
の
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
聴
力
の

項
中
「
普
通
免
許
及
び
普
通
自
動
車
仮
免
許
（
以
下
「
普
通
仮
免
許
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
普
通
自
動
車
対
応

免
許
（
法
第
七
十
一
条
の
五
第
二
項
の
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
い
う
。）」
と
、
同
表
運
動
能
力
の
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
三
中
「
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
し
た
法
人（
第

三
十
八
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
「
公
益
法
人
」
と
い
う
。）」
を
「
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
」に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
七
第
二
項
中
「
公
益
法
人
」
を
「
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
五
の
二
の
三
を
別
記
様
式
第
五
の
二
の
四
と
し
、
別
記
様
式
第
五
の
二
の
二
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加

え
る
。

第
九
条
の
七
第
二
項
中
「
第
七
十
一
条
の
五
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
七

十
一
条
の
五
第
三
項
」
を
「
第
七
十
一
条
の
六
第
二
項
」
に
、「
別
記
様
式
第
五
の
二
の
三
」
を
「
別
記
様
式
第
五
の
二

の
四
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
二
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
章
の
三
中
第
九
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
聴
覚
障
害
の
基
準
）

第
九
条
の
七
の
二

令
第
二
十
六
条
の
四
の
二
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
、
九
十
デ
シ

ベ
ル
の
警
音
器
の
音
が
聞
こ
え
る
こ
と
と
す
る
。
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